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【目的】 

 近年，多様化する生活習慣や高齢化により口腔内の象牙質の露出頻度は増加傾向にある．それに伴い，歯冠修復用材料や用

いられる接着性材料の開発が進められている． 

 抗菌性を目的とし化粧品や軟膏等に使用されている亜鉛は，歯質の脱灰抑制に対して効果を認めると多数の報告がなされて

いる．う蝕リスクの高い露出象牙質に対し，脱灰抑制効果の高い材料を開発するため，亜鉛，フッ素，カルシウム，ケイ素を

含有したバイオアクティブガラス，Zinc-Fluoride(Zinc-F)ガラスおよびZinc-Fガラス塗布材を作製した．Zinc-Fガラス塗布

材はZinc-Fガラススラリー液(A液)とリン酸水溶液(B液)から構成されており2液を混和，歯面に塗布することでZinc-Fガラ

ス，リン酸亜鉛，フッ化カルシウム，リン酸カルシウム等によるナノ粒子層が形成される．この塗布材はフッ素の他に亜鉛を

多く溶出することが確認されている．本研究ではZinc-Fガラスによる象牙質脱灰抑制効果について象牙質硬度を測定すること

で検討した． 

【材料および方法】 

 本研究には鹿児島大学倫理委員会の承認のもと集められた新鮮なヒト抜去健全大臼歯を用いた．歯冠部中央を歯軸に対して

垂直に切断し，象牙質面を露出させた後歯軸に対し平行に厚さ約1mmとなるよう精密低速切断機(Isomet, Buehler)を用いて切

断し，耐水研磨紙#4000 まで研磨した象牙質面を観察面とした．本研究では未処理の象牙質群(S 群)と，Zinc-F ガラス塗布材

(ZFC-03, GC)で象牙質に対し表面処理を行った群(ZIF 群)とを比較した．ZIF 群は露出象牙質に対し，A液，B液を等量混和し

た後に，アプリケーターを用いて塗布し，水洗した．S群，ZIF群いずれもpHを3に調整した酢酸溶液に試料をそれぞれコン

トロールとして浸漬時間0分，また，5分，10分，15分，30分浸漬した条件でビッカース硬さを測定した．ビッカース硬さの

測定にはマイクロビッカース硬さ試験器(HM-102, Mitutoyo)を用いて25gの荷重を加え，負荷時間10秒の条件下にて試料に圧

痕をつけ，その長さを計測した．各試料につき任意の8ヶ所の測定を行った．得られた結果(HV)はTwo-way ANOVAとTukey’s test

を用いて有意水準5％にて統計処理を行った．また，観察面について走査型電子顕微鏡(SEM)により形態観察を行った． 

【結果】 

 各条件におけるビッカース硬さを比較すると，浸漬時間0(コントロール)，5，10，15，30分の順に，S群では57.2±1.9，

53.0±0.8，38.3±2.1，30.2±0.9，29.6±1.0であり，ZIF群では55.9±3.2，56.2±0.8，48.5±2.3，36.2±1.9，30.2±0.9

であった．浸漬時間5，10，15分ではZIF群はS群より有意に高い値を示した．S群は浸漬時間0（コントロール）から5分，

10分，15分と時間経過とともに有意に硬さが低下し，浸漬時間15分と30分の条件では有意差を認めなかった．一方，ZIF群

においては浸漬時間0（コントロール）と5分の条件で有意差を認めず，5分，10分，15分，30分と時間経過とともに有意に

硬さが低下した．被着面のSEM像では，ZIF群において象牙質観察面にZinc-Fガラス塗布材によるナノ粒子層を認めた． 

【考察および結論】 

 本研究で用いた新規亜鉛含有バイオアクティブガラス塗布材(Zinc-F ガラス塗布材)を塗布することによって，酸による象牙

質脱灰の抑制効果を認めることが示唆された． 
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